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コレクターズ

‘コレクターズ’ の現象は、 複数の客が選んだカードが、 同時にサンドイッチ状態になるとい

うものです。 原案者はロイ ・ ウォルトンとされていますが、 現象自体はかなり以前に存在して

いました。 ウォルトンが’ コレクターズ’ という名称で発表してから、 有名なジャンルとしてと

らえられるようになりました。

' コレクターズ ' の現象は、 分類するほど多くの変種がありませんから、 年代順に収録するこ

とにいたしました。 私が見つけた中で、 もっとも古いコレクターズ現象の作品の紹介から始め

ます。

バーグラーズ

= オーヴィル ・ メイヤー、” カードマニピュレーションズ゜”、 1938 年 =

このトリックは 1938 年に書かれていますが、その時点で、" この種のトリックは数多くのバージョ

ンがある " と書かれています。

* 方　法 *

3 枚のＪが泥棒で、 1 枚のＫが刑事だと言って、 Ｋを 1 枚と黒いＪを 2 枚と赤いＪを 1 枚抜き出して、

3 枚のＪは裏向きにテーブルに置きます。 それらを見つける動作の中で、 1 枚のＫをトップに、 ボ

トムからＫ、 赤いＪ、 Ｋとセットします。

デックを裏向きに左手に持ちます。 「泥棒はばらばらに逃げました」 と言ってから、 3 枚のＪを取り

上げ、 広げて表を見せ、 黒いＪをボトムに入れます。 そして左手を返してボトムカードを見せます。

つぎに赤いＪをデックの中央に入れます。 そして最後の黒いＪをトップに置きます。

「刑事が泥棒を追いかけました」 と言って、 ボトムに入れます。 そして 1 回カットします。 「1 人の刑

事で 3 人の泥棒を捕まえるのはたいへんです。 ですから刑事は仲間の刑事を集めました ｣ と言っ

て、 カードを表向きにスプレッドします。 「そしてうまく泥棒は捕まりました ｣ と言って、 Ｋの間には

さまっているＪを見せます。
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クラブサンドイッチ

= ミルトン ・ ミラー、 雑誌” ヒューガードマジックマンスリー”、 1949 年 6 月 =

* 方　法 *

2 人の客に 1 枚ずつ選ばせ、 トップから 2 枚目とボトムにコントロールします。 客にカードを取らし

たとき、 そのカードを見ておぼえながら、 それがサンドイッチのハムだと想像してくれと説明します。

サンドイッチを作るには、 パンも必要だといって、 ボトムからカードを引き抜きますが、 グライドし

て 2 枚目を抜き出します。 そのカードの表を見せ、 表向きにして元の位置、 すなわちボトムから 2

枚目に入れます。

トップカードを表向きにして、 これもパンだと言います。 ダブルリフトしてそのカードの下に客のカー

ドを重ねて、 ボトムにまわします。 もう 1 枚パンを使うといって、 トップカードを表向きにします。 そ

してデックを 1 回カットします。

カードを手から手に飛ばすスプリングのフラリッシュを行います。 そして 「カードが集まったのが見

えましたか」 と言います。 カードを広げて、 表向きのカードが集まって、 裏向きのカードをはんさ

でいるのを見せます。 それら 5 枚をアップジョグし、 2 人のカードを名乗らせてから、 手を返して 2

枚のカードの表を見せます。

コレクターズ

= ロイ ・ ウォルトン、 雑誌” アブラカダブラ”、 1969 年 2 月 15 日号 =

これが ' コレクターズ ' という名称をつけて発表された、 ウォルトンの最初の’ コレクターズ’

作品です。 このバージョン自体は、ウォルトン作品として残すレベルとは感じませんでしたが、

このバージョンをもとにして改案した " デヴィルズプレイシング” の ' ファインダーズキーパー

ズ’ が、 どのようにしてプロセスが改良されたかを見ていただくために、 収録しておくことに

いたしました。

* 準　備 *

あらかじめおぼえやすいカード ( ジョーカーとかスペードの A など ) をデックの中央に入れておきま

す。 説明上、 ジョーカーをセットしたとします。

* 方　法 *

カードを表向きに広げ、 Ｋが出てきたら左手のカードのフェースにくるようにカットして、 右手でその

K を右手のカードの下につかみ、 右手を返して K を裏向きにテーブルに置きます。 この動作をあ

と 2 回繰り返して、 合計 3 枚の K をテーブルに出します。 以上のような K の出し方は、 これから
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行うフォールスムーブの伏線です。

「おぼえやすいカードを 1 枚使います」 と言ってカードを広げ、 ジョーカーが出てきたらジョーカー

が左手のカードのフェースになるように分け、 ジョーカーとその下のカードをダブルプッシュオフし、

先ほどと同じように右手でつかみ、 右手を返してジョーカーの上にある無関係カードをテーブルの

K の右に置きます。 ジョーカーを置いたように見せるのです。

そのあと右手のカードをもとの向きに戻し、 右手のカードを左手のカードの下に入れ、 全体を裏向

きにして、 そろえつつトップから 2 枚目の下にブレークを作ります。

右手で 3 枚の K を取り、 表向きにしてトップにのせますが、 すぐにブレークの上の 2 枚を下に加

えます。 そしてそれをそろえる動作で、 5 枚のボトムカードの上に右親指でブレークを作ります。 5

枚の表に左親指をあてて、 そのカードをデックのトップに取りますが、 少しアウトジョグした位置に

取ります。 2 枚目のカードを引いて取りますが、 ブレークの下の 1 枚を同時に置いてしまいます。

位置はデックにそろう位置です。 そのとき、 2 枚のカードの間にブレークを作ります。 そして残りの

2 枚を少しインジョグした位置に置きます。

カードをそろえて、 ブレークから上の 3 枚を取ります。 その 3 枚をカードケースの上にのせます。

これはあとですぐにカードを取り上げられるからです。 デックを表向きにしてヒンズーシャフルの位

置に持ち、 いちばん下のカードを押し下げて、 右手でそのカードより上のカードをかなり多く抜きと

つて、 ヒンズーシャフルを始めます。

そして相手に好きなところでストップをかけさせます。 ストップがかかったら、 左手のカードのフェー

スのカードを相手におぼえさせます。 そして右手のカードをのせてそろえますが、 相手のおぼえた

カードの下にブレークを作ります。 そしてデックを裏向きに返しつつ、 インビシブルパスでブレーク

よりパスします。

テーブルからジョーカーと思われているカードを取り、 デックの中央に入れ 「私のカードもあなたの

カードと同じようにまん中へんに入れます」 と言います。 ケースの上にのせたカードを取り、 トップ

にのせ、 マジカルジェスチャーをかけてから、 トップの 5 枚を広げます。 そして、 3 枚の K の間に

はさまっているジョーカーを抜き出して見せ、 つぎに相手のカードを再確認してから、 それを抜き

出して見せます。
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ファインダーズキーパーズ

= ロイ ・ ウォルトン、 " デヴィルズプレイシング "、 1969 年号 =

* 方　法 *

デックからクラブのＡ、２、３を抜き出して、表向きにテーブルに置きます。３がいちばん上にあります。

デックを裏向きにして、 トップから 3 枚目の下にブレークを作ります。 テーブルから表向きの 3 枚

を取り、 表向きのままデックのトップに置き、 そろえて 6 枚を取り上げます。 そのとき 6 枚目の上

にブレークを作ります。

クラブのＡから３の 3 枚を使うと言って、 左手のカードのフェースからクラブの３を引いてデックの上

に取りますが、 2cm ほどアップジョグした状態に取ります。 クラブの２を引いてクラブの３の上に取

ります。右手の残りのカードをクラブの２の上にのせます。ブレークは左手の小指が引き継ぎます。

右手でカードをつかんで手前に引き、 ブレークより下の 3 枚はデックにそろえてしまい、 ブレーク

より上の 3 枚を取ります。 そしてその 3 枚をテーブルに置くか、 あとで取りやすいようにケースの

上に置きます。 裏面が露出しない範囲で 3 枚をずらして置きます。

デックを表向きにして、 バックのカードの上にブレークを作ります。 ヒンズーシャフルすべく右手で下

側のカードを抜きますが、 ブレークの下の 1 枚はバックに残します。 少数枚ずつ左手にシャフルし

ていき、 1 人目の客にストップをかけさせます。

ストップがかかったら左手のフェースのカードを相手におぼえさせ、 右手のカードをオベットのマス

タームーブ ( ボトムプレイスメント ) の位置に持ち直します。 左手のフェースのカードを右手のカー

ドの下にそろえる振りをして、 マスタームーブによって右手のカードの下から 2 枚目にすべり込ま

せますが、 半分ほど左に突き出させておきます。

現在の左手のフェースのカードを少し右に押し出して、 2 人目の客におぼえさせます。 そのカード

の上に右手のカードをのせてそろえるとき、 2 人目のカードの下にブレークを作ります。 カードを裏

向きに返すとき、 ターンオーバーパスを行います。 デックをテーブルに置きます。

テーブルに置いてある 3 枚のカードを取り上げ、左手に持ちます。 そのときクラブのＡの下にブレー

クを作ります。 右手でデックを取り上げ、 左手の 3 枚の上にのせます。 クラブの 3 枚を中央に運

ぶといって、 右手でデックの上半分をカットし、 それを下に入れるとき、 ブレークの中に入れてしま

います。 これで 2 人のカードは、 クラブの 3 枚の間にはさまりました。

カードをスプレッドして、 クラブの 3 枚の間に裏向きのカードがはさまったのを見せ、 それら 5 枚の

カードを抜き出して、 2 人のカードを名乗らせてから、 裏向きのカードを表向きにします。
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ワンアットアタイムコレクターズ

= アレックス ･ エルムズレイ、 雑誌 " パビュラー "、 1974 年 11 月 =

* 方　法 *

4 枚のＡを抜き出してテーブルに置きます。

3 人の客に 1 枚ずつ選ばせ、トップにコントロールします。 トップから 3 枚目が 1 人目のカード、トッ

プが 3 人目のカードになるようにコントロールしたとして説明します。 コントロールのやり方によって

は、 違う順になることがありますので、 それなりにのちほどの当てる順番で調節してください。

トップの 3 枚の下にブレークを作ります。 テーブルから 4 枚のＡを取り上げ、表向きにトップに置き、

「3 人のカードを見つけるのにこれらのＡを使います」 と言って、 広げて見せ、 そろえるときに下の

3 枚をアディションして、 7 枚を右手に持ち、 デックは使わないのでわきに置きます。

7 枚を左手のディーリングポジションに持ち、上から 1 枚ずつ 3 枚プッシュして逆順になるように取っ

ていき、 最後の 4 枚はまとめて右手のカードの上に置きます。 カードの厚さをカバーするために、

左手の人さし指を前のエッジに沿って保持します。

パケットを縦に返して裏向きにして、 またディーングポジションに持ちます。 上の 2 枚を右手に広

げて取り、 それらに注目を集めながら、 「ＡとＡの間にカードがはさまります」 と言います。 右手の

2 枚を裏向きに左手のカードの下に入れてそろえます。

トップから 3 枚目の下にブレークを作ります。3 人目のカードを名乗らせます。カードに魔法をかけ、

フレーク上の 3 枚を 1 枚として右手で取り、 つぎの表向きのカード (3 人目のカード ) を右手のカー

ドの上にアップジョグして取り、 つぎの 1 枚をその上に取ります。

左手に残っている 2 枚の上のカードをプッシュして、 左手を返して 2 枚の表を見せ、 裏向きに戻し

ます。 そのとき右手は 3 枚重なっているうちのいちばん下の 1 枚をバックルし、 左手の 2 枚をそ

の割れ目に入れて、 カード全体をそろえます。 アップジョグカードもそろえます。

1人目のカードを名乗らせます。 カードに魔法をかけてから、1枚目の裏向きのカードを右手に取っ

て、 つぎの表向きのカードをその上にアップジョグして取り、 つぎの裏向きを取り、 つぎの表向き

のカード (1 人目のカード ) をアップジョグして取り、 つぎの 1 枚をその上に取り、 そして残りのダブ

ルのカードをそれらの上にのせて、 全体をそろえます。

2 人目のカードを名乗らせてから、 魔法をかけ、 こんどはいっぺんにカードを両手の間に広げ、 3

人のカードがはさまれているのを見せます。
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L.J. コレクターズ

= ラリー ・ ジェニングス、 雑誌 " エピローグ "、 1976 年 =

* 方　法 *

4 枚のＫを抜き出し、 表向きに赤、 黒、 赤、 黒の順でトップにのせ、 広げてよく見せます。 そのと

き下の裏向きの 3 枚も広げ、 そろえるときに 7 枚をそろえてしまい、 右手の親指はさらにその下

の 1 枚を持ち上げて、 間にブレークを保持して、 合計 8 枚のカードを取り上げます。

左手の親指でＫをデックのトップに引いて取っていきますが、 3 枚取ったら右手の残り 4 枚をその

上にそろえる振りをして、 上の 4 枚だけを取ってテーブルの右の方に置きます。 少しカードがずれ

るようにして置きます。 上の 1 枚のみがＫで、下の 3 枚は裏向きの無関係カードです。 デックのトッ

プには、 裏向きの無関係カードの下に 3 枚の表向きのＫがあります。

デックの上から 3 分の 1 ぐらいをカットし、 それを残りのカードの中にファローシャフルのように差し

込み、 半分ぐらいさし込んだところではさまったカードを引き抜きます。 引き抜いたカードをトップに

のせ、 カードをそろえます。 これによって表向きのＫが 3、 5、 7 枚目に配置されます。

ナチュラルブレークを利用して、 トップから 5 枚目のカードの下にブレークを作ります。 デックのま

ん中へんからカードをカットして、 下半分を上半分の上にのせますが、 先ほど作ったブレークを維

持します。 ここで 1 人目の客に向かい、 カードをボトム側からリフルしていき、 ストップがかかった

ところから分ける振りをしてブレークから分けてしまう、 リフルフォースを行います。 左手のカードを

縦に持ち、 トップカードを右押し出して、 相手にそのカードをフェースを見せておぼえさせます。 右

手を下げるとき、 そのカードを引いて表向きのカードをカバーします。

右手のカードを左手のカードにのせ、 右手のカードのボトムの 2 枚をはじいて落とし、 そこにブレー

クを作ります。 そして先ほどと同じようにリフルフォースで 2 人目の客にカードをおぼえさせます。

カードをそろえるとき右手のボトムから 2 枚落とし、3 人目の客にも同様にカードをおぼえさせます。

3 人目のカードの上にブレークを作り、 そこからアンダーカットします。

デックをいったんテーブルに置き、 まん中からカットして上半分を左手に持ちます。 そしてナチュラ

ルブレークを利用してトップから 6 枚目のカードの下にブレークを作ります。 右手で初めにテーブ

ルに置いた 4 枚のＫと思われているカードを取り、 「皆さんのカードはこちらにあるかも知れません

し」 と言いつつ、 右手のカードでそのパイルをたたき、 いちばん上のＫ以外の 3 枚をそのパイル

のトップに捨ててしまいます。 そして 「こちらの中にあるかも知れません」 と言いつつ、 右手の 1

枚で左手のカードをたたきつつ、 ブレークより上の 6 枚をスチールします。

これで三人がおぼえたカードはＫの間にはさまっていますから、 7 枚を広げ、 相手のカードをたず

ねてから裏向きのカードを見せていきます。
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* 備　考 *

ファローしてカードを抜き取る部分は、 非常に ' 嫌らしい ' 部分で、 とうてい許容できる動作

ではありませせん。 たんにファローしてそろえるときに右手のカードのトップカードであった

カードの上にブレークを作ればよいのです。

もうひとつ、 テーブル上のパイルのトップに余分なカードを捨て、 手元のパイルから 6 枚取

るという部分を、 ジェニングスはカードをさり気なくタップする、 という動作の中で秘密の動作

として行っています。 彼の他の作品でもそうですが、 彼のマジックは秘密の動作をテクニック

で解決する、 という傾向があります。 そのへんが、 彼のマジックは彼がやればみごとに見え

るが、 私たちがやっても消化不良に終わる、 ということになるようです。

私はもともと難しいテクニックをなるべく使用しないで演じたい、 という願望がありますので、

難しい部分を堂々とやることができるように、 話とかプロセスを組み立てる、 という手法で解

決しようとします。 このマジックの場合、 4 枚のＫが ' 吸取り紙 ' であるとして演じます。 パイ

ルの上にカードを押し付け、 客のカードを吸い取る、 といって捨てる方とスチールする方を

堂々とやるのです。

ツイステッドコレクターズ

= J.C. ワグナー、 " スーパーマジック "、 1977 年 =

4 枚のＡでツイスティングエースの現象を行ったあと、 4 枚のＡの間に 3 人の選んだカードが

はさまります。 私は技法としてコレクティングカウント (18 ページ ) を考えましたが、 このトリッ

クの中には別のやり方のコレクティングカウントが含まれています。

* 方 法 *

4 枚のＡを表向きにダイヤ、 クラブ、 ハート、 スペードの順にテーブルに置きます。 3 人の客にカー

ドを 1 枚ずつ選ばせ 3 人のカードをトップにコントロールします。

右手で 4 枚のＡを取りにいきつつ、 左手はトップから 3 枚目の下にブレークを作ります。 そして 4

枚のＡをトップにのせてそろえ、 ブレークの上の 7 枚を取り上げ、 デックはわきに置きます。

7 枚を左手に持ち、 右手に 1 枚ずつ取っていきます。 3 枚まで取ったら、 残りの 4 枚をまとめて右

手のカードの上に取ります。 カードをひっくり返し、 エルムズレイカウントを行って、 4 枚のカードの

裏を見せます。 パケットを左手に持ち、 左手の甲を上に向けとパケットをひっくり返し、 親指で上

に押し出して右手で取ります。

ツイスティングムーブを行ってから、エルムズレイカウントします。 表向きになったＡを少しアウトジョ
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グして置きます。 アウトジョグされたＡの下のカードを右手で抜き出し、 それをトップにのせつつ左

手の人さし指で表向きのＡをカードにそろえます。

ツイスティングムーブののち、 エルムズレイカウントを行います。 以上の動作を繰り返してハート

のＡが表向きになるまで行います。 ハートのＡを現すカウントに置いては、 最後のカードをトップで

はなく、 ボトムカードに入れます。 そのカードの上にブレークをつくります。 ハートのＡの下の裏向

きのカードを右手で抜き出しつつ、 左手の人さし指でハートのＡをカードにそろえます。 右手で抜

いた裏向きのカードをボトムカードの上に入れ、 ボトムから 2 枚目のブレークを継続します。

ブレークを右手の親指に移してカードを右手のビドルポジションに持ちます。それから表向きに戻っ

た 4 枚のＡを見せつつ、 Ａの間に 3 枚の選ばれたカードをはさみます。 1 枚目のＡを左手の親指

で引いて取り、2 枚目を取るときブレークの下の 2 枚のうちの下の 1 枚を左小指でプルダウンして、

2 枚目のＡの下に置いてきます。 3 枚目を取るとき、 ブレークの下の 1 枚を置いてきます。 そして

最後は 2 枚をいっしょに置きます。

ツイスティングモーションを行い、 カードを広げて 3 人のカードを現します。

* 備 考 *

この解説の中のコレクティングカウントでは、 1 枚目にはさむカードを左小指でプルダウンせ

よ、 となっていますが、 どうしてももたついてしまいます。 私の方法で代用することをおすす

めします。 小指でプルダウンする代わりに、 右親指でリリースする方法もありえます。

コ ・ レクターズ

= ジェリー ・ ハートマン、 " カードフェア "、 1980 年 =

この作品は、 表向きの 4 枚のカードと選ばれた 3 枚のカードが離れた状態で、 どちらかが

飛行してコレクト状態になるという、 ' クロスタウンコレクターズ ' と呼ばれる現象です。

* 方　法 *

4 枚のＪを抜き出して、 表向きにデックのトップに置きますが、 Ｊの下に 3 枚の裏向きのカードをア

ディションし、 しかもあと 1 枚の裏向きのカードをスチールして、 マルローのフェイスアップチェンジ

の体勢をとります。 ( その 1 枚の上にブレークを作るのか、 サイドジョグするのか書かれていませ

んが、 ブレークだと以下の説明通りにやるのは無理があります )。

右手のカードの上から 1 枚を引いてデックのトップに取り、 つぎのカードを引いて 1 枚目より右に

ずらして取り、 3 枚目もずらして取り、 残りのカードをいったん 3 枚目より少し右に位置させてから、

すべてのカードをデックのトップにそろえつつ、 右手は上の 4 枚だけを取り、 下の 4 枚はトップに
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残します。 4 枚の表向きのＪを見せたあと、 そろえて右手に取ったように見せるのです。

左手を返してデックを表向きにしてテーブルに置き、 左手をカードから離さずに上の 28 枚ぐらいを

カットして持ち上げます。 ( テーブルに表向きに 20 枚ぐらい残すということです )。 左手のカードを

裏向きにします。

右手の 4 枚を左手のパケットの上にのせ、 ボトムの８枚ぐらいをトップにカットしてまわします。 こ

のパケットを裏向きにテーブルの右の方に置きます。

表向きのパケットを取り上げ、 裏向きに左手に持ちます。 ナチュラルブレークを利用して、 表向き

の 3 枚のＪの下にブレークを作ったのち、 1 枚のＪを落とし、 その上にブレークを保持します。

パケットの左上コーナーをリフルしますが、 表向きのＪのあとからリフルを開始します。 そして相手

にストップをかけさせます。 ストップがかかったところでカードを分けて、 下半分を上にまわしてそ

ろえます。 「ストップがかかったところの 3 枚を使います」 と言います。

ブレークを左小指に移し、 右手はトップカードを取り、 1 人目の客にそのカードの表を見せ、 記憶

させます。 そのカードをパケットの中に入れますが、 ブレークの中に入れ、 入れたらすぐにブレー

クを解消して、 そのカードがパケットの中央に入れられたのがよく見えるような角度に向け、 その

カードを完全に中に押し込みますが、 手をもとの位置に戻しつつ、 押し込んだカードの上にブレー

クを作ります。 そしてブレークの上の 1 枚のＪをドロップし、 ブレークをそのＪの上に保持します。

トップカードを右手に取り、 2 人目の客に見せます。 まえと同じようにして、 それをブレークの中に

入れ、 1 枚のＪをドロップします。 3 人目の客にも同様に行います。 3 人目のカードをブレークに押

し込んだあとは、 1 枚をドロップせずに、 そのカードの上にブレークを作ります。 そしてブレークか

らダブルアンダーカットを行います。 このパケットをテーブルの中央に置きます。

右の方に置いてあるパケットを取り上げます。 ナチュラルブレークを利用して表向きのＪの下にブ

レークを作ります。 この状態でブラウエリバーサルを行います。 すなわち、 ブレークより下のカー

ドの下の半分をカットし、 表向きに返して右手のカードの上にのせます。 それからブレークからカッ

トして表向きにし、 右手のカードの上にのせます。

いま持っているパケットをテーブル中央に置いてあるパケットの上に重ね、 上からたたいて魔法を

かけます。 そしてナチュラルブレークを利用して表向きのカードと最初の裏向きのカードのところで

分け、 持ち上げた表向きのカードを前の方でリボンスプレッドして、 そこにＪがないことを示します。

裏向きのパケットをリボンスプレッドしますが、 トップ近くをより広く広げるようにして、 サンドイッチ

部分が中央にくるようにします。あとは客のカードを名乗らせてから、サンドイッチの中から客のカー

ドを抜き出して見せていきます。
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トラッピーズ

= ジェリー ・ ハートマン、 " カードフェア "、 1980 年 =

ジェリー ・ ハートマンは、 エルムズレイの ' ワンアットアタイムコレクターズ ' のテーマに刺激

されて、 このマジックを考案したと述べています。 バリエーションというよりも、 十分に独立し

たマジックになっていると思います。

* 方　法 *

4 枚のＡを抜き出してテーブルに表向きに置きますが、 いちばん上といちばん下を赤いＡにします。

つぎに、トップから 2，3，4，枚目のカードを表向きにしますが、手っ取り早いのは、ブラウエリバー

サルを使うことです。 すなわち、 トップの 3 枚の下にブレークを作り、 デックのまん中へんからカッ

トし、 下半分を表向きにしてトップにのせます。 それからブレークの下のカードを表向きにして上に

のせます。 これでいちばん下に 3 枚のカードが裏向きになりましたから、 あとはフェースの 1 枚を

ダブルカットで下にまわします。 そしてデックを裏向きに持ちます。

表向きのカードを露見させないように、 3 人の客に 1 枚ずつ取らせます。 まだ表を見ないで、 テーブ

ルに置かせます。 トップから 3 枚目の下にブレークを作ります。 これはこれからティルトを行うため

のものです。

1 人目のカードを取り、 そのカードの表を 1 人目の客に見せておぼえさせ、 裏向きにしてティルト

によってブレークの中に入れます。 そして 1 枚の表向きのカードをドロップします。 そして 2 人目

のカードを 2 人目の客におぼえさせてから、 裏向きにブレークに入れ、 1 枚ドロップします。 3 人

目のカードをおぼえさせてから、 裏向きにブレークに入れます。 そのあとトップの 1 枚をダブルカッ

トでボトムにまわします。

トップから 2 枚目の下にブレークを作ります。 4 枚の表向きのＡを取り上げて、 デックの上で広げ

て見せ、 閉じるときにブレークの下の 2 枚もいっしょにそろえます。 カードに対して魔法をかけ、 3

人目の客のカードを名乗らせてから 6 枚のカードをひっくり返し、上の 4 枚を広げて、3 人目のカー

ドがはさまっているのを見せます。

カードをそろえてひっくり返しますが、 下にあと 2 枚加えて 8 枚の下にブレーク作ります。 2 人目の

カードを名乗らせてから、 ブレークの上の 8 枚をひっくり返し、 上の 5 枚を広げて、 2 人のカード

がはさまったのを見せます。

8 枚をひっくり返し、 下にあと 2 枚加えて、 10 枚の下にブレークを作ります。 1 人目のカードを名

乗らせ、 ブレーク上の 10 枚をひっくり返し、 上の 6 枚を広げて、 3 人のカードがはさまっているの

を見せます。 そのまま、 上から 7 枚のカード ( 裏向きの 4 枚に表向きの 3 枚がはさまっている )

を右手に取り、 デックをテーブルに置きます。
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7 枚の中から表向きのカードを抜いて、 テーブルにひとつの山に置き、 残りの裏向きの 4 枚を別

の山に置きます。

デックを取り上げ、 トップから 3 枚目の下にブレークを作ります。 「もういちど同じことをやりますが、

すでに 3 人のカードはわかっていますから、 表向きに入れます」 と言って、 3 枚の表向きのカード

のうち 1 枚を取り、 ティルトでブレークに入れます。 1 枚ドロップし、 2 枚目の表向きのカードをティ

ルトで入れます。 1 枚ドロップし、 3 枚目の表向きのカードをティルトで入れます。

ナチュラルブレークを利用して、 トップから 6 枚目の下にブレークを作り、 ダブルカットで 6 枚をボ

トムにまわします。 右手でテーブル上の裏向きの 4 枚をビドルポジションに持ち、 ちらっとフェース

のＡを見せてから、 裏向きに戻し、 上から 1 枚ずつ引いてデックのトップに取っていきます。 そして

「4 枚のＡを中ほどに入れます」 と言って、 デックを 1 回カットします。

魔法をかけてからデックを表向きに広げます。 4 枚のＡとはさまれているカード、 計 7 枚を抜き出

して、 7 枚を広げた状態でひっくり返し、 3 人のカードがはさまれているのを見せます。

I .R.S. コレクターズ

= ドン ・ ヘイゲン、 雑誌 "MUM"、 1983 年 4 月 =

* 方　法 *

2 枚の黒いＪとジョーカーを抜き出します。 残りのカードを裏向きにリボンスプレッドし、 スプレッドを

表向きに返してから、 スプレッドの端に 2 枚のＪとジョーカーを裏向きにのせます。 そしてカードを

閉じ、 デックを裏向きにします。 Ｊとジョーカーは表向きにボトムに置かれました。

デックをリフルしてストップをかけさせ、 カットした上半分のボトムカードを 1 人の客に見せます。 そ

れを下半分に重ねるとき、 マスタームーブもしくはボトムプレイスメントによって、 その客のカードを

ボトムに運びます。 2 人目の客に対しても同じことを行います。 現在ボトムには 2 人の客のカード、

その上に表向きの 2 枚のＪとジョーカーがあります。

ナチュラルブレークを利用して、 ボトムの 5 枚を取り、 デックをわきに置きます。 つぎの方法でコ

レクターカード 3 枚を見せます。 いちばん上のカードを右手で取ってはじき、 いちばん下に入れま

すが、 バックルして下から 2 番目に入れます。 そのカードの上にブレークを作ります。

つぎのカードを右手で取ってはじき、 いちばん下に入れます。 つぎはブレークの上の 2 枚を取っ

て見せ、 下に入れず上に戻します。

5 枚を右手に持ち、 左手でデックをまん中へんでカットして持ち上げ、 間の空間で右手のカードを

左右に往復させ、 最後に 5 枚をファンに広げます。 2 人のカードを名乗らせてから、 ファンを返し

て 2 人のカードを示します。
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* 備　考 *

3 枚目のコレクターカードをダブルで取って見せる部分が難しいですね。 3 枚を示すときに、

カードを下にまわしたときに 「1 枚」 と考えるから、 そのような難しいことをやらなければなら

なくなります。 つぎのようにやると、 3 枚目を下にまわす必要がなくなります。

「表向きのカード 3 枚を使います」 と言って、 いまフェースにあるカードを指さして 「1 枚」 と言い、

そのカードをバックルしたカードの上に入れ、 いまフェースにあるカードを指さして 「2 枚」 と言い

ます。 そのカードを下に入れ、 フェースにあるカードを指さして 「3 枚」 と言います。

2 枚のＪとジョーカーを使うというのは、 私には理解できません。 むしろあるマークのＪ、 Ｑ、

Ｋを使うのがよいのではないかと思います。

最初に 3 枚のカードをボトムに置くときのプロセスも、 へんな感じがします。 たんに 3 枚を裏

向きのデックのボトムに表向きに置けばよいと思うのですが。

以上のような弱点があるものの、 このマジックは一連の ' コレクターズ ' バージョンの中でも、

一般の観客に受けがよいマジックだと思われます。 プロセスが単純ですから、 最後のサンド

イッチ状態の見せ方のビジュアルさによって、 とても気持ちのよいマジックとなるでしょう。

たとえばハートのＪ、 Ｑ、 Ｋをコレクターカードとして使うとして、 ハートの 10 とハートのＡをリ

フルフォースし、 結果としてハートのロイヤルフラッシュがそろい、 そのあとロイヤルフラッシュ

をテーマにしたマジックに続ける、 という演出はいかがでしょうか。

ピンカートンレディース

= ゴードン ・ ブルース、 " ベストオブクロースアップマジック "、 1984 年 =

* 現　象 *

4 人の刑事だと言って、 4 枚のＱを抜き出してテーブルに置きます。 犯罪者として 1 枚のカードを

選ばせ、 デックの中に入れます。 4 枚のＱを裏向きに持ちます。 Ｑが 1 枚ずつ表向きになってい

きます。 4 枚が全部表向きになったあと、 4 枚の間に裏向きのカード 3 枚がサンドイッチ状態に

現れます。 それらは犯人に似た容疑者であるといって表を見せると、 犯人と同じ数のカードです。

犯人はすでに捕らえられていて、 監獄に入っていると言って、 わきに置かれているカードケースか

らそのカードを抜き出します。

* 準　備 *

4 枚の同数のカード ( たとえば 4 枚のＡ ) をボトムにセットしておきます。 演技中に 4 枚のＱを抜き

出すときにカルしてもかまいません。
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* 方　法 *

デックをケースから出しますが、 さり気なくケースの中にカードが残っていないことを印象づけます。

ケースのフタを閉じてわきに置きますが、 フタの方があなたの方にあって、 三日月の切り口が上を

向くように置きます。 どのような向きに置くのがベストか、 試行錯誤によって確定してください。

4 枚のＱを抜き出して表向きにテーブルに置きますが、フェースからハート、ダイヤ、クラブ、スペー

ドとします。

さり気なくシャフルしながら 4 枚のＡをデック中央に運びます。 そしてどのＡでもよいですから、 1

枚のＡをフォースします。 残りの 3 枚のＡの下にブレークを作り、 カードを広げ、 ブレークの下に

相手のカードを返させます。 そして 4 枚のＡをトップにコントロールします。

4 枚のＱが女性の刑事であると説明しながら、 トップの 3

枚をギャンブラーズフラットパームします。 図 1。 デックを

裏向きにテーブルのわきの方に置きます。

左手で 4 枚のＱを取り上げ、 表を上に向けてディーリングポジションに持ちます。 ここでピーター ・

ダフィの技法を使って、 いかにも 4 枚のＱを裏返したと見せて、 右手にパームしているカードを加

えてしまいます。 つぎのようにやります。

右手を左手のカードに近づけて、 右手がカードをおおっ

たとき、 パームしているカードを左手のカードの上に落と

します。 図 2。 そのとき左親指はパケットの下に入れてい

ます。

すぐに左手はカード全体を親指で起こしてひっくり返し、

右手の先でパケットの前方のエンドをつかみ、 図 3、

1

2

3
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図 4 のように返します。 そしてパケットを左手のディーリ

ングポジションに置きます。 以上の操作は、 いかにも表

向きの 4 枚のＱを裏返したように見えますが、 結果的に

表向きのＱの上に裏向きの 3 枚を加えたこととなります。

「ちょっとした事件では、 1 人の刑事が担当します」 と言って、 エルムズレイカウントを行います。

1 枚のＱが表向きに現れます。

「少しやっかいな事件ではもう 1 人の刑事が手伝います」 と言って、 ふたたびエルムズレイカウン

トを行い、 2 枚のＱが表向きになったのを見せます。

「3 人目の刑事の登場です」 と言って、 エルムズレイカウントと外観は同一でありながら、 つぎの

ようなフォールスカウントを行います。 1 枚目と 2 枚目をふつうに左手に取ります。 3 枚目のときに

右親指でボトムの 1 枚以外すべてをプッシュして、 それらを左手のカードの上に取ります。 最後の

1 枚をそれらの上に取ります。 3 枚のＱが表向きになりました。 なお、 ブロックをプッシュしたとき、

それらを少しアップジョグしておき、 カウントののちにカードをそろえるとき、 ブロックの下、 すなわ

ちボトムから 2 枚目の上にブレークを作ります。

「難事件では 4 人の刑事がチームを組みます」 と言って、 変則的なアスカニオスプレッドを行いま

す。 ブレークの下の 2 枚をぴったり重ねたまま、 ビドルポジションにかけた右手でブレークの上の

カードを右にずらしますが、それらのブロックのいちぱん下のカードの裏面に左中指の先を当てて、

そのカードがずれたらすぐに左親指をいちばん上のカードの表に当てて、

結果的に図 5 のような広げたかをするのです。 4 枚のＱ

が表向きに現れます。

アスカニオスプレッドの終了時点で右手で持っているブロックを、 カードを閉じるときにいちばん下

にすべり込ませてしまい、 そのブロックの上にブレークを作ります。 現在の状態は、 上から 3 枚

が表向きのＱ、 4 枚目が裏向きのＡ、 その下にブレークがあり、 5 枚目が表向きのＱ、 その下に 2

枚の裏向きのＡがあります。 ブレークを右での親指に移しながら、 パケットを右手のビドルポジショ

ンに持ちます。

4

5
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「2 人の刑事は南の方を捜査しました」 と言いながら、 フェースのＱを左手に引いて取りますが、

そのときいちばん下のＡを左手でバックルし、 Ｑの下に同時に取ります。 左手の親指と中指を使っ

て、 2 枚がしっかり重なるように取ること。 2 枚を右手のパケットの下に入れてそろえます。 つぎの

Ｑを左手で引いて取り、 やはりパケットのいちばん下に入れます。

「あと 2 人は北の方を捜査しました」 と言いながら、 ブレークの上の 2 枚を右手で右へずらして 2

枚のＱを見せます。 そしてカードを閉じます。 以上の操作によって、 Ｑ以外にカードがないのを見

せると同時に、 Ａを交互に配置しました。

「操作の結果、 3 人の容疑者が捕まりました」 と言って、 7 枚を広げ、 表向きのＱの間に 3 枚の

裏向きのカードが交互にはさまっているのを見せます。 広げたままそれらをテーブルに置きます。

「選んだカードは何でしたか」 とたずねながら、 デックをさり気なく取り上げて、 左手のディーリン

グポジションに表向きに渡します。 7 枚のうちの裏向きの 3 枚を 1 枚ずつ表向きにしていきながら、

「捕まったのは名うての泥棒、 スリ、 詐欺師などでしたが、 彼らは真犯人ではありませんでした」

と言います。

観客が驚いている間に、 デックを右手に移しますが、 いちばん下のＡをギャンブラーズパームしま

す。 そしてデックをわきに置き、 左手でケースをつかみますが、 パームしているカードをケースの

面に重ねます。 フタを開き、 指先をケースの中にさし入れ、 中からカードを抜き出す感じで、 親指

でケースに重なっているカードを抜き取ります。 「真犯人はとっくに捕まって、 監獄に入れられてい

たのです」 と言って、 そのカードを表向きにします。

ダイレクトコレクターズ

= 加藤英夫、 1997 年 11 月 9 日 =

4 枚のＡを表向きに右手に持ち、 デックの上に 1 枚ずつＡを取っていきます。 そのとき、 Ａ

の間に 3 人の客のカードを 1 枚ずつはさむにはどうしたらよいか、 ということが長い間の課題

でした。 3 枚のＡの間に 2 人のカードを 1 枚ずつはさむのはかんたんです。 3 枚のＡの下に

2 枚のカードをアディションし、 その 2 枚の間にブレークを保っておけば、 2 枚目のＡを取る

ときにブレークの下のカードをリリースすればよいのですから。

ロイ ・ ウォルトンの ' コレクターズ ' の原案では、 3 枚の間に 2 枚のカードがはさまるという現

象でした。 なぜ 4 枚の間に 3 枚はさむようにしなかったかと思いましたが、 そうするのが困難

であったからではないかと、 私は勝手に推測しています。

フィル ・ ゴールドスタインの著書 [ クラシックタックラー (1976 年 )] の ' コレクターズワンスアゲ

イン ' では、 アディションした 3 枚の間にダブルブレークを作り、 1 枚ずつＡの間にリリースし

ています。 この方法では、 ブレークの隙間が目立ちますし、 ブレークを作るときにもたつき

が生じます。
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一方、 J.C. ワグナーの ' ツィステッドコレクターズ ' では、 1 枚目のカードを左手小指でプル

ダウンしています。 この方法も、 もたつきます。 むしろ右親指で 1 枚ドロップする方がスムー

ズにいきます。

もたつきがなく、 クリーンにできる方法を考え続けてきましたが、 この問題は、 いちど左手に

取ったＡを右手のパケットの下に戻す、というアイデアによって解決されました。 非常にクリー

ンに 4 枚のＡを見せることができますので、 この技法を行った直後にトップの 7 枚を広げて

結果を見せる、 というダイレクトでビジュアルなコレクターズ現象が可能となりました。

  

* 方　法 *

あらかじめ 4 枚のＡはテーブルに抜き出してあります。 3 人に選ばせたカードをトップにコントロー

ルします。 右手で 4 枚のＡを取りにいくとき、 左手はトップの 2 枚を少し右にずらして、 2 枚目の

下にブレークを作ります。 このとき左手を手前にビベルして、 その動作をカバーします。

4 枚のＡを表向きにトップにのせて広げて見せて、 そろえてブレーク上の 6 枚を取りますが、 アディ

ションした 2 枚の間に狭いブレークを作ります。 右手を前に示して 「4 枚のＡをよくお見せします」

と言いますが、 このとき左手はややビベルして、 トップカードの下にブレークを作ります。

1 枚目のＡをデックのトップに取ります。 2 枚目のＡをデックの上に取るとき、 左手のブレーク上の

2 枚を右手のカードの下にスチールします。 そして 3 枚目のＡを左手に取るとき、 右手のブレーク

の下のすべてを 3 枚目のＡの下に取ってしまいます。 右手の 2 枚を 4 枚目のＡとして左手のカー

ドの上にのせます。

デックに魔法をかけてから、 トップの 7 枚を広げます。 客の選んだカードを言わせてから、 Ａの間

から 1 枚ずつ抜き出し、 当たっていることを見せます。

ダブルクイックサンドイッチ

= 考案者不明 =

これは菅野昭夫氏が高木重郎氏に見せてもらったもので、 作者は残念ながらわかっていま

せん。 現象はコレクターズと同等ではなく、別々の位置に 2 組のサンドイッチが現れるという、

ダブルサンドイッチ現象です。 このあとの作品の土台となったので収録いたしました。

* 方　法 *

4 枚のＡを抜き出し、 トップに表向きにのせますが、 上からダイヤ、 クラブ、 スペード、 ハートの

順にします。 4 枚のＡを広げますが、 その下の裏向きの 4 枚もプッシュし、 4 枚のＡをそろえる振

りをして 8 枚のカードをそろえて右手に取ります。
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「4 枚のＡを使います」 と言って、 デックの上にＡを取っていきますが、 1 枚目のＡの下に左小指で

ブレークします。 3 枚取ったら残りの 5 枚をそれらの上にのせて、 いかにも 4 枚のＡをそろえる感じ

で、 右手の 5 枚のうちいちばん下の裏向きの 1 枚を落とし、 上の 4 枚をテーブルに置きます。 そ

のときＡの下の 3 枚が少しずれるようにします。

ブレークからダブルカットして、3 枚のＡをボトムに運びます。 そしてボトムから 2 枚目の上にブレー

クを作ります。 左親指でデックの左上コーナーをリフルし、 ストップをかけさせます。 そこからカー

ドを分けますが、 右手は指先を上半分の前端に深くかけるようにして取り上げます。 右手のカー

ドのフェースを相手に向け、 ボトムカードをおぼえさせます。 そして右手のカードを左手のカードの

上に置くとき、 ボトムプレイスメントによって、 右手のボトムカードを左手のブレークの上にすべり

込ませます。 相手のカードが 2 枚の黒いＡの間にはさまりました。

こんどはブレークを作る必要はありません。 同じように左上コーナーをリフルし、 ストップがかかっ

たところで分け、 右手のボトムカードを 2 人目の客に見せます。 そしてボトムプレイスメントでその

カードをボトムに運びます。 そしてボトムから 2 枚目の上にブレークを作ります。 トップから 11、 2

枚のカードをカットして下にまわしますが、 ブレークの間に入れてしまいます。

デックを左手にチャーリェカットのポジションに持ちます。 「こちらの 4 枚のＡが 2 人のカードを見つ

けてくれます」 と言って、 右手でテーブルから 4 枚のカードを取り上げます。 そしてトップから 12、

3 枚のところでチャーリャーパスの前半を行い、 カードを閉じるまえに上と下のパケットの間に右手

のカードを投げ込みます。 すぐにカードをリボンスプレッドします。 それぞれのＡが客のカードをサ

ンドイッチにはさんでいます。 相手のカードを言わせてから、 2 人のカードを見せます。

クイックコレクターズ

= 菅野昭夫、 1997 年 10 月 17 日 =

これは菅野氏が私に前述の ' ダブルクイックサンドイッチ ' を見せようとしたとき、 よく記憶し

ていなかったので、 サンドイッチではなくコレクターズと勘違いして演じたやり方です。 離れ

た 2 ヵ所にサンドイッチが現れるより、 1 ヵ所に現れる方がはるかにインパクトが強力です。

勘違いが生んだ傑作です。

* 方　法 *

スイッチを行って 1 枚のＡと裏向きの 3 枚をテーブルに置き、 3 枚の表向きのＡをボトムに運ぶとこ

ろまで、 前述の方法と同じです。

ボトムから 2 枚目の上にブレークを作ります。 リフルしてストップがかかったところでカードを分け、

右手のボトムカードを見させ、 右手のカードを左手のカードの上にのせるときにボトムプレイスメン

トで 1 人目のカードをボトムから 3 枚目に入れます。
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ボトムカードの上にブレークを作り、 同様に 2 人目の客に見せたカードをその間に入れます。 そし

て 3 人目のカードはボトムに運びます。 あとはチャーリャーパスで 4 枚のカードを投げ入れるのは

前述の方法と同じです。 すぐにカードをスプレッドして結果を見せます。

技法　コレクティングカウント

= 加藤英夫、 1997 年 11 月 11 日 =

'3 枚のカードを 4 枚のカードの間にはさむ '、 世の中に数百とあるコレクターズのバージョン

の中で、 必ず中心となっているのが、 カードを 1 枚おきにはさむという技法です。 この技法

だけもかなりの数になります。 原始的なものを含めて、 列挙してみましょう。 そのあと、 ' コレ

クティングカウント ' の方法を解説いたします。

1． ファローシャフル

もっとも原始的な方法です。 この方法の欠点は、 1 枚おきにシャフルしたのが観客の目に見

えるということです。

2． ティルト

4 枚のＡをトップに置き、 3 枚目のＡの上にブレークを作ります。 1 枚目の客のカードデックの

中央に入れると見せて、 ブレークの上にさし込みます。 そのあとブレークを 2 枚目のＡの下

に移し、 同様に 2 枚目のカードを入れ、 さらにブレークを移し、 3 枚目のカードを入れます。

この技法を利用したものとしては、 フィル ・ ゴールドスタインの” スキャターショット” に解説

されている’ フロイドコレクターズ’ があります。

3． ブラフインサート

デックをファンに広げ、 4 枚のＡを離ればなれに入れていくと見せて、 1 枚おきに入れる方

法です。

4． アンダーカット

4 枚のＡがテーブルに置かれていて、 3 人の客のカードがトップにコントロールされていると

します。 1 枚のＡを表向きにトップに置き、 トップの 2 枚をアンダーカットします。 以下、 Ａを

のせて 2 枚をアンダーカットするのをあと 2 枚のＡで行います。 最後のＡは中央にくるように

カットします。 これでデックの中央でコレクトされています。

この手法は私が思いついたもので、 まだトリックとしては構成していません。 Ａが 1 枚ずつ消
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えていくのを生かしたプロットが必要です。

5． ダブルリフト

3 枚の客のカードがトップにあり、 4 枚のＡがテーブルに置かれています。 1 枚のＡを表向き

にしてデックの手前エンドから中央に差し込みます。 半分ぐらい突き出させておきます。 2 枚

目のＡを表向きにトップに置き、 ダブルリフトしてＡと客のカードを突き出ているＡの上にさし

込み、 そろえます。 これをあと 3 回繰り返します。 カードを押し込んでスプレッドします。

6． ビドルムーブ

ビドルムーブはカードの間にカードをはさむという目的に適した技法です。 しかしこの技法で

はブレークが不可欠であるために、それゆえの制限が出てきます。 これから紹介する方法は、

ビドルムーブのスムーズな流れを生かし、 必要なカードだけを手に持って行う方法です。

* 方　法 *

デックのトップで 4 枚のＡを表向きに広げ、 そろえつつ下の 3 枚をアディションして 7 枚を取り上げ

ます。 デックをテーブルに置きます。 7 枚を右手に持ちますが、 ボトムから 2 枚目の上にブレーク

を作り、 右親指で保持します。 同時にボトムカードを右に 3mm ほどサイドジョグします。

左手の親指で 1 枚目のＡを引いて取ります。 2 枚目のＡを取りに左手が右手のカードの下に入っ

たとき、 中指の先をジョグされたカードの右サイドにあて、 2 枚目を引くときにいっしょに引いて、 2

枚目の下に取ってしまいます。

3 枚目のＡを取るときは、 ブレークの下の 1 枚を 3 枚目のＡの下に取ります。 そして最後の 2 枚を

1 枚のごとく置きます。

ダウンタウンコレクターズ

= 加藤英夫、 1998 年 1 月 20 日 =

´ 下町 ´ というお好み焼き屋で完成したので、 この名前になりました。

* 方　法 *

表を上に向けて広げていき、 4 枚のＡをフェースに集めます。 4 枚のＡを裏向きにして、 下に 1 枚

のカードをアディションし、 5 枚を右手のビドルポジションに持ち、 天海ムーブで両手を返し、 右手

の 5 枚をテーブルに置きます。 この 5 枚は、 いちばん上が裏向きのエクストラカードで、 その下

に 4 枚のＡが表向きになっています。
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デックから 3 人の客に１枚ずつ選ばせ、 トップから 3、 4、 5 枚目にコントロールします。 トップカー

ドの下にブレークを作り、 右手でテーブルから 5 枚のカードを取って、 トップでそろえる動作のとき、

下に 1 枚の裏向きのカードを加えます。

右手にその 6 枚をファローシャフルの位置に持ち、 その 6 枚とデックのトップ部分でアウトファロー

を行います。 すなわち、右手の 6 枚のトップカードが結果としてトップカードとなり、左手のトップカー

ドが 2 枚目になるようなやり方をするのです。 半分まで押し込んだら、 デックのボトム側から半分

ぐらいのカードをカットして、 トップ側にまわします。

その結果、 図 1 のように 6 枚のカードがデックの中央で、

手前に突き出た状態になります。

6 枚を勢いよく押し込み、 続けて反対側からこちら側に押

し込みます。 するとＡが表向きになって出てきます。 4 枚

のＡを図 2 のようにずらします。

右手を図 3 のようにかけ替えて、 4 枚のＡを親指で前方

に押し込みます。

この段階ではＡは左に突き出ています。 図 4。

1

2

3

4



21

左親指でＡを右に押し込みます。 すると、 4 枚のＡにはさまれている 3 枚が、 デックの右サイドか

ら突き出ますが、 右手の陰になって見えません。

デックをテーブルの上にリボンスプレッドします。 4 枚のＡにはさまれた 3 枚のカードは隠れている

ので、 Ａの間には何もないように見えます。 カードを閉じて、 魔法をかけます。 そしてデックをリボ

ンスプレッドすると、 4 枚のＡの間に裏向きのカードがはさまれて現れます。 客のカードを名乗らせ

てから、 それらを表向きにして見せます。

* 備　考 *

カード当てとしてではなく、 4 枚目のＱを 3、 4、 5、 6 枚目にコントロールし、 4 枚のＫによって

4 枚のＱを見つけるマジックとして行うこともできます。 ファローがアウトになってもインになっ

てもできます。 インの場合は上のカード、 アウトになった場合には下のカードをペアとします。

プログレッシブコレクターズ

= 加藤英夫、 1998 年 8 月 5 日 =

二川滋夫氏発行の雑誌” マジックハウス” には、 日本のクリエーターの創作が多く紹介され

ています。 その第 8 号 (1997 年 2 月 ) の” ディテクティヴコレクターズ Ⅱ” は、 高橋麻季男氏

の作品を二川氏がハンドリングを修正したもので、 コレクターズの興味深いバージョンです。

相手が選んだカードと同じ数のカード 3 枚が、4 枚のカードにコレクトされる、というものです。

ふつうの ' コレクターズ ' は、 カードがサンドイッチ状態になるという状態の変化と、 何人かが

選んだカードが当てられるという、 ダブルイフェクトになっています。 カードを当てるのを他の

現象に置き換える工夫も試されてきました。 たとえば表向きの 4 枚のＫの隣りに、 同じマーク

のＱがくっつくというマッチングペア現象があります。 しかしこれはサンドイッチになる現象が

生かされません。 あくまでも 4 枚が 3 枚をはさむから、サンドイッチの意味が出てくるのです。

そこに前述の作品が登場しました。 早速、 相手の選んだのと同じ数のカードを見つける、 とい

うプロットを借用させていただいて、 私が以前から考えていたサンドイッチテクニックを応用し

て、 ひとつのコレクターズが完成しました。 まず、 離れているカードをサンドイッチ状態にす

るテクニックを先に説明しておきます。いちおう 1 枚のカードを当てるトリックとして説明します。

* 技法　ランニングカットサンドイッチ *

あらかじめ 2 枚のＪを表向きに出しておきます。

相手のカードをだいたいトップから 3 分の 2 の位置にコントロールし、 相手のカードの下にブレー

クを作ります。 トップより少しずつカットしてテーブルに置いていき、 ストップをかけさせます。 ストッ
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プがかかったらそこへ 1 枚目のＪを入れます。

さらに少しずつカットしてテーブルのパケットの上にのせていきます。 ストップがかかったら 2 枚目

のＪをのせます。 つぎにブレークよりカットしてその上にのせます。 あと 2 回位に分けて残りのカー

ドをのせます。

カードを取り上げて広げ、 2 枚のＪが離れているのを見せます。 カードをそろえるとき、 下のＪの下

を左小指で、 上のＪの上のカードの上を右薬指で、 ダブルブレークします。 上のブレークより上の

カードをカットしてテーブルに置き、 つぎに下のブレーク上のカードの半分ぐらいをカットしてテーブ

ルのカードの上にのせ、 つぎに下のブレークからカットしてのせ、 残りをそれらの上にのせます。

スプレッドすると、 2 枚のＪの間に 1 枚の裏向きのカードがあります。 それを抜き出して表向きにし

て相手のカードを現します。

以下の説明の中で、” ランニングカットサンドイッチを行って” と書かれていたら、 上記のやり方

によって、 表向きのカードの間に 1 枚の裏向きのカードをサンドイッチ状態にすることを意味

します。

* 方　法 *

相手にシャフルさせたデックを受け取り、 表を自分に向けて広げ始めます。 すぐにボトムの 2 枚を

グリンプスして、 「数枚のカードを使います」 と言って、 ボトムの 2 枚と同じ数のカードをすべてボ

トムに集め、 数が交互になるように置きます。 それらがＡとＪであると仮定して説明を続けます。

そのあとボトムの 5 枚を声を出して数え、 5 枚をそろえる振りをして、 さらに後ろの 3 枚を加えて

右手に取ります。 左手のカードは裏向きにしてテーブルの左の方に置きます。 右手のカードが何

枚であるかについて言及してはいけません。 この 8 枚はＡとＪが交互になっています。

8 枚を左手に裏向きに持ちます。 トップからカードを取ってボトムにまわしていき、 「このようにカー

ドをまわしていきますから、 好きなカードでストップをかけてください。 ただしこのようにカードを持っ

ているときにかけてくださいね」 と言って、 カードを取った手を一瞬止めます。

相手がストップをかけたら、 「あなたは特別なカードでス

トップをかけました」 と言って、 右手のカードをテーブル

の中央の前方に裏向きのまま置きます。 それがＪである

とします。 図 1。

1
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左手で残りの 7 枚を持ったまま、 右手で左に置いてある

デックを取り、 4 つのパケットに分けます。 図 2。

「なぜ特別かというと」 と言いながら、 左手のカードのトップカード ( Ａ ) を表向きにしますが、 その

ときその下のカード ( Ｊ ) の下にブレークを作ります。 そして下に裏向きのＪをくっつけて表向きにし

たＡをいちばん右のパケットの上にのせます。 つぎのカードを表向きにして、 同じように下に裏向

きのカードをくっつけて取り、 右から 2 番目のパケットの上にのせます。 3 枚目も同様に右から 3

番目のパケットにのせます。 最後は 1 枚をいちばん左のパケットにのせます

図 3 の状態になりました。 「このようにこちらはすべて同

じ数のカードですが、 あなたは 1 枚だけ仲間外れのカー

ドを選びました」 と言って、 前に置いてあるＪを表向きに

します。

「魔法で仲間を集めることにしましょう」 と言います。 いちばん左のパケットを取り、 そのパケット

の上 6、 7 枚を右手で分けて取り、 ビドルポジションに持ちます。 左親指を右手のカードのいちば

ん上のカード ( Ａ ) に当て、 1 枚ずつ左手のカードの上に取っていきます。 これはかなり速く行い、

いかにもシャフルしている感じで行います。 表向きのカードはパケットのまん中へんに入りました。

このパケットをもとの位置に置きます。

左から 2 番目のパケットを取り上げて、 最初のパケットで行ったのとまったく同じことを行い、 もと

の位置に戻します。 3 番目と 4 番目のパケットについても同じことを行います。 以上の動作によっ

て、 右の 3 つのパケットについては、 表向きのカードの上に前に置いてあるカードと同数のカード

がくることになります。

左から 2 番目のパケットを左手、 4 番目のパケットを右手

で取り上げ、 図 4、

3

4

2
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それぞれ左から 1 番目と 3 番目のパケットの上にのせます。 これで 2 つのパケットになりました。

左のパケットを取り上げ、 「現在の状態はこのようになっています」 と言って、 カードを広げていき、

2 枚のＡが離れているのを見せます。 カードを閉じるとき、 ランニングカットサンドイッチができるよ

うに、下のＡの下と、上のＡの上の裏向きのカードの上にブレークを作ります。 そしてランニングカッ

トサンドイッチを行います。 もうひとつのパケットを取り上げ、 まったく同じようにランニングカットサ

ンドイッチを行います。

そのあと、 右のパケットを左のパケットの上にのせてそろえます。 「このようにすると変化が起きま

す」 と言って、 デックの上に魔法をかけます。 そしてデックを取り上げ、 両手の間にスプレッドし、

まず上部で 2 枚のＡの間に 1 枚の裏向きのカードがサンドイッチになっているのを見せ、 さらに広

げて下部の方でさらにサンドイッチ状態になっているのを見せ、 「これで仲間のカードが 2 枚見つ

かりました」 と言います。

カードを閉じるとき、 下のいちばん下のＡの下に小指のブレーク、 いちばん上のＡの上のカードの

上に右薬指のブレークを作ります。 そしてすぐにブレークを利用してランニングカットサンドイッチを

行います。

これで 4 枚のＡの間に 3 枚のＪがサンドイッチになりました。 「でも仲間のカードは 3 枚あるはずで

すね。 もっと魔法をかけましょう」 と言って魔法をかけます。 デックをスプレッドして、 カードを抜き

出し、 3 枚のＪが見つかったことを示します。

* 備　考 *

その後、 相手の選んだカードと同じ数のカード 3 枚がはさまれるというコレクターズが、 1984 年

の時点で存在していたことが判明しました。 ウォルト ･ リー著の " ベストオブクロースアップ”

(1984 年 ) に解説されている、 ゴードン ・ ブルースの ' ピンカートンレディース ' です。

コレクターズプリディクション

= 加藤英夫、 1998 年 9 月 28 日 =

* 方　法 *

デックから 4 枚のＫを抜き出して、 表向きに広げて持ち、 間に裏向きのカードを 1 枚ずつはさみ、

これら 3 枚が予言のカードであると言います。 7 枚を閉じてテーブルに置きます。

デックより 3 人の客に 1 枚ずつ選ばせ、 トップにコントロールします。 トップから 1 人目、 2 人目、

3 人目のカードになるようにします。

トップから 2 枚目の下にブレークを作ります。 テーブルに置いてある 7 枚を取り上げ、 「4 枚の表

向きのカードの間に 3 枚のカードがサンドイッチになっていて、 その 3 枚が予言のカードだと言い
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ました。 もういちど状態を確認してみましょう」 と言って、 7 枚をデックのトップにのせ、 ブレーク上

の 9 枚を取り上げますが、 いちばん下のカードの上に右親指でブレークを保持します。 右手が 9

枚を取り上げたら、 すぐにデックのトップカードの下に左小指でブレークを作ります。

数を数えながら右手から左手にカードを取っていきますが、 まず 1 枚目を左手のカードの上に取り

ます。 2 枚目を取るとき、 左手のブレークの上の 2 枚を右手のカードの下にスチールします。 3 枚

目を取ったらその下に左小指でブレークを作ります。 4 枚目を取るときに、 ブレーク上の 1 枚を右

手のカードの下にスチールします。 5 枚目を取るとき、 右手のブレークの下のカードすべてを 5 枚

目とともに左手のカードの上に置きます。それらの下にブレークを作ります。6 枚目をとるときブレー

ク上のすべてのカードを右手のカードの下に取り、 7 枚目で右手のすべてのカードを置きます。 6

枚目から 7 枚目にかけては、 スピーディにやる必要があります。

もういちど 7 枚を左手のデックの上に広げて持ち、 1 人目の客からカードを名乗らせて、 裏向きの

うち左のカードを抜いて表向きにして、 その客のカードであるのを見せます。 2 人目の客のカード

を名乗らせ、 つぎの裏向きのカードを表向きにして 2 人目のカードであるのを見せます。 3 人目の

客のカードを名乗らせて、 残りの裏向きの 1 枚を抜いて表向きにします。

Ｅ ・ コレクターズ

= 加藤英夫、 1999 年 1 月 27 日 =

これは選ばれたカードを見つける不思議さよりも、 表向きの 4 枚の間に裏向きの 3 枚が現れ

る美しさを表現するマジックです。 したがって、 その結末までの運び方は、 それこそ千差万

別のやり方があります。 最終的な現象がもっともビジュアルに見えるような運び方を説明しま

すから、 もしもあなたの得意な方法にさし替える場合にも、 私のやり方のねらいを理解してい

ただきたいものです。

* 方　法 *

3 人の客に１枚ずつ選ばせ、 結果的に 3 枚をボトムにコントロールします。

表を自分に向けてカードを広げ、 すぐにボトムの 3 枚を見て、 「皆さんのカードを見つけるのに、 4

枚のＡを使います」 と言いますが、 もしもボトムの 3 枚にＡが含まれていたら、 Ｋなどそこに含ま

れていない数を使います。 説明上、 4 枚のＡを使うこととします。

4 枚のＡをアップジョグし、 フェースの 3 枚の下にブレークを作りつつカードを閉じます。 アップジョ

グした 4 枚を抜いてデックのフェースにのせますが、 そのとき客のカードの表を見せないよう、 左

手と右手の返し方のタイミングに注意のこと。

フェースの 3 枚を広げて、 4 枚のＡを見せます。 それらをそろえるとき、 ブレークの上の 7 枚をそ
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ろえて右手のビドルポジションに取り上げます。 左手でデックを裏返して、 テーブルの前方中央に

置きます。

7 枚を左手に移し、 よくそろえ、 上の 2 枚を右手に順番

が変わらぬように右手に取り、 左右の手で 2 枚のＡをウィ

グルします。 ウィグルとは、 親指をカードの上で、 中指を

カードの下で動かすことにより、 2 枚のカードを何回かす

べらす動作です。 図 1。

ウィグルは、 カードの間に何もないことを強調する目的で行われます。 左手は隠された 3 枚がず

れないようにやってください。 手が静止していないので、 隠された 3 枚に気づかれる心配はありま

せん。 ウィグル中に、両手を返してカードの裏面を見せてもかまいません。 ウィグルの動作のあと、

カードの表を上にして、 右手の 2 枚を左手の 2 枚の下に入れてそろえます。

カードを裏向きに左手に持ちます。 「3 人のカードをこちらに飛ばします」 と言って、 デックからカー

ドをつかんで左手のカードに投げ込むまねをします。 最初は上から投げ込み、 「1 枚目は上に」 と

言います。 2 枚目はまん中に投げ込むまねをして、 「2 枚目はまん中に」 と言います。 3 枚目は

下から投げ込むまねをして、 「3 枚目は下に入れます」 と言います。

「どうなったか見てみましょう」 と言って、 カードに注目を集めます。 トップカードをふつうに取り、

表向きにしてテーブルにディールします。 2 枚目はセカンドディールして先に置いたカードの上に裏

向きに置きますが、 少し右にずらして置きます。 3 枚目はふつうに取って表向きに置き、 4 枚目は

ふつうに取って裏向きに置き、 5 枚目はセカンドディールして表向きに置き、 6 枚目はふつうに取っ

て裏向きに置き、 7 枚目を表向きに置きます。

結果的に図 2 のように 7 枚が少しずつずれて並ぶように

します。

1 人目のおぼえたカードを名乗らせ、 いちばん右の裏向きのカードを抜いて表向きにします。 2 人

目のカードを名乗らせ、 2 枚目の裏向きのカードを表向きにします。 3 人目のカードを名乗らせ、

最後の裏向きのカードを表向きにします。

1

2
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魔法のフォーク

= 加藤英夫、 1999 年 1 月 26 日 =

* 方　法 *

「カードはフォークの働きもするんです。 このように 4 枚のカードを 1 組の中にさし込むと」 と言い

ながら、 トップの 4 枚を表向きにして広げて見せてから、 そろえてデックの中ごろにさし込みます。

ファローシャフルのように 1 枚置きに入れるようにします。

図 1。 ( この図は左横から見た図です )。 「このようにカー

ドを引き抜くことができます」 とセリフを続けて、 図 1 の

形のまま、 はさんだカードごと右に引き抜きます。

そして図 2 のように広げて、 1 枚おきに裏向きのカードが

はさまったのを見せます。

以上は、 カードが１枚おきにはさまることを例示する動作です。 裏向きのカードを引き抜き、 表向

きのカードを裏向きにしてそろえます。

3 人の客に１枚ずつ選ばせ、何らかの方法で 3 枚をトップにコントロールします。 トップから 1 人目、

2 人目、 3 人目のカードとなるようにします。

表を自分に向けて広げ始め、 トップの 3 枚をグリンプスし、 それらに含まれない数のカードを 4 枚、

たとえば 4 枚の A をアップジョグします。 カードを裏向きにして、 アップジョグした 4 枚を抜いて表

向きにトップにのせます。 ここで 4 枚のＡを見せてそろえるときに、 下の裏向きの 3 枚もアディショ

ンして取り、 デックを相手に渡して持たせます。 右手の 7 枚でコレクティングカウント (18 ページ )

を行い、 4 枚の A の間に 3 人の客のカードをはさみ、 7 枚を右手に持ちます。

デックを相手によくシャフルさせます。 3 人のカードがどこにいったかわからなくなったと言います。

デックを左手に受け取り、 ディーリングポジションに持ちます。 親指の付け根で中央あたりに割れ目

を作り、右手のカードをいかにもファローするようなかっこうで、割れ目の中にさし込みます。 ウィー

ブするのではなく、 割れ目に右手の 7 枚がまとまって入るように押し込むのです。

1

2
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半分ぐらい押し込んだ図 3 の状態から、

さし込んだカードのいちばん上の 1 枚だけを、 図 4 の位

置まで手前にずらします。

図 4 の位置まできたら、 右手の親指と中指で、 いまずら

した 1 枚と他の 6 枚の重なっている部分をつかみ、 それ

らを手前に引き抜きます。 いかにも突っ込んだ 4 枚のＡ

を引き抜いたように見せるのです。

図 3 ～図 5 は左横から見た図です。

左手のデックをテーブルに置き、 右手のカードを左手に

移し、 右手で上に突き出ているかっこうの裏向きのカード

を下に押し込みます。 図 6。

そしてすぐに 7 枚を広げます。 1 人目の客からカードを名乗らせ、 3 枚の裏向きのカードのうち、

いちばん左のカードを抜いて表向きにして見せます。 2 人目のカードを名乗らせ、 つぎの裏向きの

カードを表向きにします。 3 人目のカードを名乗らせ、 最後の裏向きのカードを表向きにします。

3

4

5

6
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複利増殖法

= 加藤英夫、 1999 年 7 月 2 日 =

* 方　法 *

「4 枚のＡを使います」 と言って、 シャフルされたデックを表向きに広げ、 まずＡをどれでもトップ近

くに運ぶようにカットします。 トップ近くにＡがあるのが確認できたら、 このカットは不要です。

Ａが出るたびにアップジョグしていきますが、 その操作とは別に、 フェースから密かにカウントして

いき、 Ａをカウントに含めずに、 フェースから 12 枚目のカードをダウンジョグします。 そしてさらに

そのあと 11 枚のカード ( Ａをカウントせずに ) をカウントし、 そのカードの裏に右手人さし指を当て

ます。 さらにそのあと 12 枚のカードの裏に、 右手中指の先を当てます。

左手でアップジョグした 4 枚のＡを抜いて、 表向きにテーブルに置きます。 続いて、 中指で押さえ

ているところからカードを分け、 テーブルの左の方に置きます。 つぎに人さし指で押さえているとこ

ろから分けて、 最初のパケットの右に置きます。 つぎはダウンジョグカードの下で分け、 2 番目の

パケットの右に置きます。残りのパケットをそれらの右に置きます。左のパケットから、13 枚、12 枚、

11 枚、 12 枚となっています。

説明上、 左のパケットから順に、 パケット 1、 パケット 2、 パケット 3、 パケット 4 と呼びます。 1 枚

のＡを取り上げ、裏向きにしてパケット 4 の上にのせます。 相手にパケット 3 から好きな枚数をカッ

トして、 パケット 4 の上にのせさせます。 つぎにＡをパケット 3 にのせ、 相手にパケット 2 からカー

ドをカットしてのせさせます。 3 枚目のＡをパケット 2 にのせ、 パケット 1 からカットしてその上にの

せさせます。 最後に 4 枚目のＡをパケット 1 にのせます。

パケット 1 を取り上げつつ、 トップから 4 枚目の下にブレークを作ります。 ブレークを右親指で継

承して、 そのパケットを右手のビドルポジションに持ち、 そのパケットをパケット 2 の上に重ね、 そ

れらを取ってパケット 3 に、 そしてそれらをパケット 4 に重ねて取り上げます。 最後にブレークから

ダブルカットします。

トップから 4 枚目と 5 枚目のカードを表向きにして、 「この 2 枚でＡを見つけます」 と言って、 カー

ドを閉じます。 「珍しいシャフルのやり方を使います」 と言って、 カードを 26 枚と 26 枚に分け、 ア

ウトのファローシャフルを行います。 カードを両手の間に広げ、 「このシャフルでは、 カードとカード

の間に 1 枚のカードがはさまります」 と言って、 2 枚の表向きのカードの間に 1 枚の裏向きのカー

ドがはさまっているのを見せます。 そしてそのカードをその位置で表向きにして、カードを閉じます。

「もういちどサンドイッチシャフルするとどうなるでしょう」 と言って、 アウトのファローシャフルを行

います。 そしてカードを広げて、 3 枚の表向きのカードの間に 2 枚の裏向きのカードがはさまった

のを見せます。 その 2 枚をその位置で表向きにして、 カードを閉じます。
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「もういちどやってみましょう」 と言って、 アウトのファローシャフルを行います。 そしてカードを広

げます。 「こんどは 4 枚の裏向きのカードがはさまりました」 と言って、 サンドイッチ全体の 9 枚を

抜き出して、 他のカードはテーブルに置きます。

9 枚から裏向きのカードをアップジョグします。 「4 枚のカードがはさまったということは、 何か思い

当たることはありませんか。 そうです、 4 枚のＡが見つかったのです」 と言って、 アップジョグした

4 枚を抜いて表向きに広げます。

ポピュレイス

= ピーター ・ ダフィ、 " コバートコンセプト "、 2000 年 =

この作品についてピーター ・ ダフィは、 ロイ ・ ウォルトンの ' コレクターズ ' の操作が複雑で

あることに対して、 徹底的に簡略化を試みたものであり、 彼の実演レパートリーでかなり演じ

てきたものだと述べています。

* 方　法 *

4 枚のＡを抜き出して、 2 枚ずつ 2 組として表向きにテーブルに置きますが、 一方は赤が上で黒

が下、 他方は黒が上で赤が下とします。

3 人の客にカードを選んでおぼえさせ、 返してもらったらトップにコントロールします。 その 3 枚の

下にブレークを作ります。

赤のＡがあるペアを右で取り、 デックのトップに置き、 ブレークの上の 5 枚を取り上げます。 続け

て上の 1 枚をトップに引いて取り、 残りの 4 枚をすぐその上に置きます。 これは、 2 枚のＡを 1 枚

ずつトップに置いて見せた、 という動作のように見せかけます。 ( 「2 枚のＡの間には何もありませ

ん」 というようなセリフを言いながらやるとよいと思います )。

すぐ続けてトップの 2 枚を取り、 テーブルに置きます。 ケースの上に置いてもかまいません。 ず

れて表向きのカードが見えないようにします。 そのとき、 デックのトップカードの下にブレークを作

ります。

右手でもう 1 組のＡのペアを取り、 デックの上にのせて、 まえと同じことをやります。 すなわち、 3

枚を右手でつかみ、 上の 1 枚をデックの上に引いて取り、 その上に右手の残りのカードをのせて

そろえます。

テーブルに置いてある 2 枚を取って、 「Ａを全部重ねると、 どんなことが起こると思いますか」 と言

いながら、 取り上げた 2 枚をデックの上に置きます。 客が何と答えたにかかわらず、 「奇蹟が起

こるんですよ」 と言います。
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デックの上で指を鳴らしてから、 トップの 7 枚を広げ、 コレクト状態になったのを見せます。 それ

から客の選んだカードを名乗らせてから、 1 枚ずつ現していきます。

おっと失礼！

= 加藤英夫、 2012 年 12 月 21 日 =

前述の ' ポピュレイス ' では、 Ａを 2 枚ずつ 2 組に分けて操作を行っていますが、 そのこと

が現象的に生かされていません。 その部分を修正したバリエーションです。 年代順に反して

いますが、 ダフィ作品との関連で、 ここに収録いたしました。

* 方　法 *

4 枚のＪを抜き出して、 2 枚ずつ 2 組として表向きにテーブルに置きますが、 一方は赤が上で黒が

下、 他方は黒が上で赤が下とします。

3 人の客にカードを選んでおぼえさせ、 返してもらったらトップにコントロールします。 その 3 枚の

下にブレークを作ります。

赤のＪがあるペアを右で取り、 デックのトップに置き、 ブレークの上の 5 枚を取り上げます。 続け

て上の 1 枚をトップに引いて取り、 残りの 4 枚をすぐその上に置きます。 「2 枚のＪの間には何も

ありません」 と言います。

続けてトップの 2 枚を取り、 テーブルに置きます。 ケースの上に置いてもかまいません。 ずれて

表向きのカードが見えないようにします。 そのときデックのトップカードの下にブレークを作ります。

右手でもう 1 組のＡのペアを取り、 デックの上にのせて、 まえと同じことをやります。 すなわち、 3

枚を右手でつかみ、 上の 1 枚をデックの上に引いて取り、 その上に右手の残りのカードをのせて

そろえます。 「こちらのＪの間にも何もありません」 と言います。

右手でテーブルの 2 枚を取り上げ、 「まずこちらのＪを使って選ばれたカードを現します ｣ と言って、

デックの上に置き、 魔法をかけます。

図 1 のように広げて、 表向きのＪの間に裏向きのカード

が現れたのを見せます。 「はい、 1 枚現れました ｣ と言

います。 左親指は、 赤のマークを隠しています。

1
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広げたカードをそろえて、 上の 2 枚をテーブルに置きます。 「こんどはこちらです」 と言って、 デッ

クに魔法をかけます。 それから図 1 と同じような広げ方をして、 「これで 2 枚目が現れました ｣ と

言います。 広げたカードをデックの上で閉じます。

「これで 2 枚の選ばれたカードを見つけることができました。 おっと失礼、 選んでいただいたのは

3 枚でしたね。 ではやり直します ｣ と言って、 テーブルから 2 枚を取ってデックの上に置き、 魔法

をかけます。

トップの 7 枚を広げて、 コレクト状態になっているのを見せます。 7 枚を右手に取り、 デックはテー

ブルに置きます。

そして客に 1 枚ずつ名乗らせ、 その客のカードを抜いて表向きにして見せていきます。

スローイングコレクターズ

= 加藤英夫、 2000 年 1 月 31 日 =

これは一部分のプロセスが、 前述のジェニングスの方法に影響を受けています。 カードを投

げてはさむという現象は、エド・マルローの 'Olram Catches A Card' GENII (1987 年 11 月号 )

の中で使われている技法を借用しています。

* 現　象 *

マジシャンはあらかじめ 4 枚のＡを表向きにテーブルに置いておきます。 それから 3 人の客に 1

枚ずつ選んでおぼえさせ、 デックに返させます。 マジシャンは 4 枚のＡを右手で取り上げ、 左手

で保つデックの上に 4 枚を勢いよく投げます。 すぐに左手がデックを右方に投げると、 左手に 7

枚のカードが残ります。 これらを広げると、 表向きに 4 枚のＡの間に裏向きのカードが 1 枚ずつは

さまっています。 それらを抜き出して表向きにすると、 3 人の選んだカードです。

* 方　法 *

4 枚のＡを抜き出して、 デックのトップで表向きに広げて見せ、 そろえるときに下に裏向きのカード

を 3 枚加えます。 さらに 1 枚の裏向きのカードを取り、 右親指でそのカードの上にブレークを保持

します。上から 3 枚の表向きのカードをデックの上に引いて取り、残りのカードをその上でそろえて、

右親指のブレークより上の 4 枚をテーブルに置きます。 テーブルに置かれたのは、 表向きのＡ 1

枚の下に、 裏向きのカード 3 枚です。 他の 3 枚のＡは、 トップから 2 枚目以降にあります。

表向きのＡを見せないようにカードを広げて、 3 人の客に 1 枚ずつ選ばせます。 客が見ておぼえ

たら、 デックをまん中へんで分け、 3 人の客のカードを結果的に一カ所に返させ、 その上にブレー

クを作ります。
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「よくカードを混ぜます」 と言って、 ブレークから分けてファローシャフルしますが、 3 人のカードが

トップから 2、 4、 6 枚目に入るようなやり方をします。 そのあとナチュラルブレークを利用して、 トッ

プから 7 枚目の下にブレークを作り、 そこからカットしますが、 間にブレークを保持します。 ブレーク

より下の 1 枚を右親指で持ち上げて、 ブレークを 1 枚下にずらします。 ブレークから下の 6 枚は、

表向きのＡと 3 人の客のカードが交互になったものです。

左手にデックを持ち、 右手でテーブルに置いてあった、 4 枚のＡと思われているパケットを取り上

げます。 右手で 4 枚をデックの上に投げ、 続けて左親指をトップの 1 枚のＡにあてて、 デックを右

に投げ飛ばします。左手はブレーク下の 6 枚とトップの 1 枚を保持します。左手のカードを広げると、

4 枚の表向きのＡの間に、裏向きのカードが 1 枚ずつはさまっています。 3 人のカードを名乗らせ、

はさまっているカードを見せます。

サドンコレクターズ

= 加藤英夫、 2001 年 11 月 12 日 =

* 方　法 *

表を自分に向けてデックを両手の間に広げ、 「あとで使うカードを 4 枚抜き出します ｣ と言って、 4

枚のＡをアップジョグし、 それらを抜いてそろえ、 表向きにテーブルに置きます。

3 人の客に取らせたカードをトップにコントロールします。 以下の説明では、 トップから順に、 1 人

目のカード、 2 人目のカード、 3 人目のカードがあるものとして説明します。 他の順になるようなコ

ントロール手法を使う場合は、 それに応じて、 最後に現す順を考慮してください。

右手でテーブルから 4 枚のＡを取るとき、 左手はトップの 2 枚の下にブレークを作ります。 4 枚の

Ａはそろえてビドルポジションに持ちます。

1 枚目のＡをトップに引いて取ります。 2 枚目を引いて取るとき、 ブレークの上の 3 枚を右手のカー

ドの下にスチールします。 間にブレークを作る必要はありません。

3 枚目を取るべく右手のカードをデックの上に運ぶとき、

図 1 のように右手のボトムカードを左指の先で右にプッ

シュします。

そして、 3 枚目を取るときにその右にプッシュしたカードも同時にデックの上に取ります。 そして右

手に残っているすべてのカードを 4 枚目として左手のカードの上に置きます。 それら 3 枚の下にブ

1
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レークを作ります。 以上によって、 トップから 1、 2、 4、 6 枚目が表向きのＡとなります。

トップのＡを取ってテーブルに置きます。 つぎの 2 枚をダブルで取り、 テーブルのカードの上に、 右

に 2cm ぐらいずらして置きます。 あと 2 回同じようにダブルで取って、2cm ぐらいずつずらしてテー

ブルのカードの上に置きます。

右手の平を上に向けてテーブルのカードの 15cm ぐらい

上空にかまえます。 図 2。

「ワン ･ ツー」 とかけ声をかけ、 右手を返して図 3 のよう

に握り、

「スリー」 と言いながら右手をカードにたたきつけると同時

に、 右手の指を開き、 図 4 のようにカードを広げます。

はさまっている裏向きのカードのうちの、 いちばん左のカードを抜いて、 1 人目の客のカードを名

乗らせてから、 それを表向きにして現します。 つぎは中央の裏向きのカードを取り、 同じように 2

人目の客のカードを表向きに現します。 そして 3 人目の客のカードを同じように現します。

2

3

4
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びっくりマック

= 加藤英夫、 2012 年 12 月 21 日 =

* 方　法 *

2 人の客に 1 枚ずつ選ばせ、おぼえたら返してもらい、トップとボトムにコントロールします。 ディー

ルをスタートして、 「このようにカードを置いていきますから、 かなり置いたら適当なところでストッ

プをかけてください」 と言います。 ストップしたら、 最後に置いたカードを表向きにして、 その上に

残りのカードを重ねます。

それをあと 2 回やりますが、3 回目にストップしたところのカードを表向きに返すとき、左上コーナー

をつかんで返しながら、 そのコーナーをクリンプします。 そして残りのカードを上に重ねます。

デックを取り上げて両手の間に広げ、 表向きの 3 枚が分散しているのを見せて、 「表向きに入れ

たカードはハンバーガーを作るためのパンなのです」 と言います。 カードを閉じるとき、 下から 2

枚目の表向きのカードの上のカードの上と、 下から 3 枚目の表向きのカードの上のカードの上に、

左小指と薬指でダブルブレークを作ります。

「ハンバーガーを完成させます」 と言って、 上のブレークより上のカードのうち、 半分ぐらいをカッ

トしてテーブルに置き、 つぎにそのブレークの上のカードをすべてカットして、 テーブルのカードの

上に置きます。

つぎは下のブレークより上のカードをすべてカットして、 テーブルのカードの上に置きます。 そして

つぎはトップの 2 枚を取ってテーブルのカードの上に置きます。

そしてクリンプカードの下でカットして、 テーブルのカードの上に置き、 残りのカードをそれらの上

にのせてそろえます。

両手のデックの上にかざし、「このまま少し時間をおくと、ハンバーガーが完成します」 と言います。

デックを両手の間に広げて、 表向きの 3 枚の間に裏向きのカードがはさまれたのを見せ、 そして

それら 5 枚をアップジョグして抜き出し、他のカードはわきに置きます。 それぞれの客の選んだカー

ドをたずね、 そのカードを抜き出して表向きにして見せます。

なお、 2 人の客をコントロールしたとき、 トップにコントロールした方が、 最後に 5 枚を広げたとき、

それは右の裏向きのカードとなります。
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レスキュー隊

= 加藤英夫、 2012 年 12 月 22 日 =

" デスーザズディセプション "(2001 年 ) の中に、 マーク ・ デスーザの ' コレクションエージェ

ンシー ' というコレクターズトリックが解説されています。 解説の冒頭で彼は、 たいていのコレ

クターズのやり方が、 1 枚おきにする部分に複雑なプロセスが必要な点が、 プロマジシャン

として使いにくい点だと述べています。 そして彼が解説しているバージョンでは、 1 枚おきに

はさむ操作がシンプルになっています。 つぎのようなやり方です。

2 人の選んだカードをトップとボトムにコントロールします。 あらかじめテーブルに抜き出しておいた

赤いＡ 2 枚をトップに置いて、 トップの選ばれたカードをマルローの手法でサンドイッチ状態にしま

す。 やはりあらかじめ置いてあった黒いＡをボトムに入れるとき、 ボトムの選ばれたカードをバック

ルして、 そのカードを 2 枚の黒いＡの間にはさんでしまいます。

ここで 3 人目の客に向かってデックをリフルしてストップをかけさせ、 上半分のボトムカードを見せ

ておぼえさせ、 上半分を戻すときにボトムプレイスメントを行います。

そのあとパスかカットすれば、 3 人のカードは 4 枚のＡにコレクト状態になるので、 スプレッドして

結果を見せます。

プロセスをシンプルにするという考え方には大賛成ですが、 いかんせんトップとボトムに 2 枚

ずつ表向きのＡを置いて、 その状態でリフルして 3 人目に選ばれるというのが、 たいへんア

ブノーマルな感じがします。 そのひとつの点によって、 デスーザのこのトリックは作品として

収録しないことにいたしました。

しかしながらデスーザのこのトリックにおける、 トップとボトムにサンドイッチ状態があるものを、

パスもしくはカットすることによって、 コレクト状態にするという発想が、 以下の作品を思いつ

かせてくれました。

* 方　法 *

あらかじめ 4 枚のＪを抜き出して、 2 枚ずつに分けて、 表向きにテーブルに置いておきます。 一方

は赤が上で黒が下、 他方は黒が上で赤が下とします。 抜き出して置くとき、 「これらのカードがど

んな働きをするかは、 あとでお話いたします」 と言います。

3 人の客に 1 枚ずつ選んでおぼえさせ、 デックに返させてからシャフルして、 3 枚ともトップにコン

トロールします。 「いまお選びになったカードが、山で遭難した 3 人だとします。 そしてこちらのカー

ドがレスキュー隊です。 これがａチーム、 こちらがｂチームです」 と、 2 組のペアを指さしながら言

います。 そのときトップカードの下にブレークを作ります。
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どちらかのペアを取り上げてデックのトップに置き、 ブレーク上の 3 枚を右手に取り、 上のカードを

引いてデックの上に取り、 右手のカードをその上に置くとき、 デックの上から 2 枚をほんの少し右

にずらし、 そろえるときに上から 4 枚目の下にブレークを作ります。

「このレスキューチームが遭難者を捜しにいきます」 と言って、 リフルパスの要領でブレーク上の

4 枚をパスします。

「もう 1 組のチームも出動します」 と言いながら、 残りの 2 枚のＪを右手で取り上げますが、 左手は

トップカードの下にブレークを作ります。 そして右手の 2 枚をトップに置いて、 ブレーク上の 3 枚を

取り上げ、 上のカードを引いて取り、 その上に残りの 2 枚をのせます。

こんどはリフルパスによって、 デックの中央あたりでパスします。 「このチームも捜しにいきました」

と言います。

「2 組のレスキューチームは別々に行動したわけではありません。 連携して捜索したのです。 その

結果、 このように遭難者を見つけることができました」 と言って、 デックをリボンスプレッドします。

コレクト状態の 7 枚を抜き出して、 他のカードはそろえてわきにどけます。 1 人 1 人のカードをた

ずねながら、 裏向きのカードを抜き出して、 表向きにして見せていきます。

* 備　考 *

私はこの作品を ' コレクターズ ' 特集の最後に解説するのに適切だと思ったのは、 この作品

のように、選ばれたカードをコレクト状態にすることに対して、演出で装飾しているということが、

とくに ' コレクターズ ' を演じる上で重要だということです。

' コレクターズ ' をまったく演出なしに演じたとしたら、 これほど無味乾燥な現象はありません。

もちろんこの作品のように、 遭難者をレスキューするという明確なストーリーを語りながら演じ

るというのが、 適切でない状況、 演技者のキャラクターに合わないということもあります。

そこで、 たいていの ' コレクターズ '、 演技者のキャラクターに合うような、 標準的なセリフを

紹介して、 当書を締めくくりたいと思います。 以下は、 ゲリー・カーツの ' アンエクスペクテッ

ドアクト '(1990 年 )、 解説されている、 カーツの ' オールトゥギャザー ' というコレクターズ作

品に使われているセリフです。 作品としては収録いたしませんでしたが、 このセリフだけでも

記録しておくのに十分な価値があるものです。

「人間というものは、 色々な物を集めるという習癖があります。 スタンプやコインを集める人もいま

す。 金持ちの人は年代物の車やワイン、 はたまたたくさんの会社さえも買い集める人もいます。

じつはカードというものも、 そのようなコレクション趣味があるのです。 何を集めるかというと、 カー
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ドを集めるのが好きなのです。 いったいどのようなことかをお目にかけましょう」。

このセリフを言ったあとは、 とくに操作中に何かを言わなくても、 演じることができます。 この

ようなことを言うか言わないか、 それはあなたが演じることがパズルにとどまるか、 マジックの

雰囲気を醸し出すかの違いとなってくると思います。

***  余　談  ***

2012 年 12 月 17 日に、 マジックカフェにデレク ・ カスティーヨというメンバーからつ

ぎのような投稿がありました。

3 人の客に 1 枚ずつ選ばせてサインさせ、 それらをデックに返させてシャフルしたあと、

あらかじめ置いてあった 4 枚のＡを表向きにデックに入れて、 デックをシャフルします。 そ

れからデックをスプレッドすると、 表向きのＡの間に 1 枚おきに選ばれたカードがはさまっ

ている、 というマジックをやりたいのですが、 このようなやり方を解説している本か DVD

はありませんか。

この質問に対していつもながら、 いくつかのバージョンの紹介があったあと、 スティー

ヴン ・ ユーウェルがつぎのように投稿してきました。

客にサインさせるというのは、 このマジックを弱めてしまうことになると思います。 それだ

けの時間と手間をかけることが、 不思議さを強める働きをするとは思えません。

また選ばれたカードをデックに入れてからシャフルすることや、 4 枚のＡを入れてからシャ

フルすることが、 効果を高めるとも思いません。 それどころか、 シャフルすることによって

1 枚おきにしたのではないか、 という疑念を感じさせる可能性があるのです。

ユーウェルのこの回答は、 ' コレクターズ ' にかぎらず、 どのようなカードマジックにも

関係する重要なアドバイスであると思います。

'ACAAN' をシャフルしたデックで演ずることが効果を高めない、 ということはどこかに

書きました。 コンビンシングコントロールでカードをボトムに運んで置いて、 そのあと

デックをシャフルしてしまう、 というようなことについても書きました。

より不思議にしようとする行為が、 逆に不思議さを弱めることになる、 ということがある

ことの戒めとして、 ユーウェルのアドバイスをここに記録しておくことにいたしました。
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